
ひろしま市議会だより（3） 令和３年（２０２１年）8月

市議会ホームページ、フェイスブックを開設しています。〔ホームページ〕https://www.city.hiroshima.lg.jp/site/gikai/　〔フェイスブック〕www.facebook.com/hiroshimashigikai/

●
若
林
新
三

（
市
民
連
合
・
安
佐
北
区
）

・
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
と
締
約
国

会
議
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

・
放
射
線
影
響
研
究
所
の
移
転
促
進

・
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
患
者
の
移

送
、
医
療
機
器
の
購
入

・
市
民
課
等
で
の
ス
マ
ホ
決
済
の
推
進

・「
広
島
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
の
見
直
し

・
水
素
技
術
の
開
発
・
活
用

●
中
森
辰
一

（
日
本
共
産
党
・
西
区
）

・
日
本
が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
加
盟
す

る
た
め
に

・
黒
い
雨
裁
判

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
で

の
支
援

・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
へ

・
就
学
援
助
認
定
基
準
引
き
下
げ

●
山
路
英
男

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
東
区
）

・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

・
リ
モ
ー
ト
相
談

・
障
害
者
の
利
便
性
の
促
進

・
カ
ー
ボ
ン
ゼ
ロ
の
試
み

・
世
界
平
和
へ
の
貢
献
と
人
権
問
題

●
元
田
賢
治

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
南
区
）

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
中
小
企
業
者
等

へ
の
支
援
及
び
財
政
の
健
全
化

・
会
計
年
度
任
用
職
員

●
石
田
祥
子

（
公
明
党
・
佐
伯
区
）

・「
生
理
の
貧
困
」

・
地
域
に
お
け
る
避
難
所
の
運
営

・
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル

・
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
平
和
の
取
組

・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
防
止
教
育

●
馬
庭
恭
子

（
市
政
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
中
区
）

・
平
和
行
政

・
コ
ロ
ナ
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

・
市
立
看
護
専
門
学
校

・
社
会
的
養
護
の
必
要
な
子
ど
も
と
特

定
妊
婦

・
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
あ
り
方

●
今
田
良
治

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
北
区
）

・
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
よ
る

広
島
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

・
市
北
部
バ
ス
路
線
の
再
編

・
有
害
鳥
獣
対
策

・
国
道
54
号
可
部
バ
イ
パ
ス

外
出
自
粛
な
ど
に
よ
り
、
直
接
相

談
に
行
け
な
い
状
況
の
中
、
妊
娠
・

育
児
相
談
や
就
労
相
談
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
相
談
業
務
を
リ
モ
ー
ト
に
よ

り
実
施
す
る
べ
き
だ
が
、
本
市
の
状

況
は
？

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
ゼ
ロ
を

目
指
す
た
め
、
廃
食
用
油
の
回
収
に

つ
い
て
啓
発
や
広
報
活
動
を
積
極
的

に
行
い
、
こ
の
事
業
を
後
方
支
援
す

る
こ
と
で
、
市
民
の
環
境
意
識
の
向

上
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
に
つ
な

げ
ら
れ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
本
市
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
相
談

は
、
障
害
福
祉
に
関
す
る
制
度
の

概
要
や
申
請
方
法
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
に
応
じ
る
手
話
相
談
や
、
若

者
の
自
立
・
就
労
対
策
と
し
て
、

働
く
こ
と
へ
の
悩
み
や
対
人
関
係

へ
の
不
安
相
談
な
ど
、
一
部
の
業
務

で
の
実
施
に
留
ま
っ
て
い
る
。
今

後
、
広
島
市
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
の
策

定
過
程
に
お
い
て
、
リ
モ
ー
ト
相

談
の
具
体
の
実
施
方
法
や

対
象
業
務
に
つ
い
て
検
討

し
、
対
応
可
能
な

も
の
か
ら
順
次
拡

充
し
て
い
き
た
い
。

答
現
在
、
事
業
者
が
排
出
す
る
廃

食
用
油
は
資
源
化
さ
れ
て
い
る

が
、
家
庭
用
は
ほ
と
ん
ど
が
可
燃

ご
み
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
。

民
間
事
業
者
に
よ
る
回
収
・
資
源

化
が
進
め
ば
ご
み
減
量
と
Ｃ
Ｏ
２

排
出
削
減
に
つ
な
が
る
。

　

今
後
、
市
民
と
資
源
化
事
業
者

と
の
一
体
的
な
取
り
組
み
が
広
が

る
よ
う
そ
の
目
的
等
を
広
報
し
市

民
意
識
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

家
か
ら
行
政
相
談
で
き
る
体
制
を
！

天
ぷ
ら
油
の
回
収
を
！

高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
付
き
合
い

始
め
る
中
学
生
に
対
し
て
も
、
学
校

教
育
の
場
で
、
そ
の
年
代
に
合
っ
た

資
料
を
活
用
し
て
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防

止
教
育
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

市
長
は
新
聞
の
取
材
で
、「
平
和

首
長
会
議
で
は
政
治
問
題
と
し
て
核

禁
条
約
へ
の
批
准
を
言
っ
て
い
る
。

平
和
宣
言
は
別
」
と
述
べ
て
い
る
。

な
ぜ
平
和
首
長
会
議
会
長
の
市
長
と

平
和
宣
言
を
読
む
市
長
と
で
使
い
分

け
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
使
い
分
け

て
い
る
の
か
。

生
活
困
窮
者
が
訪
れ
る
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
の
相
談
窓
口
に
お
い

て
、
生
理
用
品
の
提
供
希
望
に
つ
い

て
積
極
的
に
聞
き
取
り
を
行
い
、
相

談
の
中
で
、
生
理
用
品
を
提
供
で
き

る
よ
う
継
続
し
て
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

未
成
年
や
望
ま
な
い
妊
娠
、
貧
困

な
ど
か
ら
適
切
な
ケ
ア
が
必
要
な
妊

婦
の
た
め
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

相
談
窓
口
や
妊
娠
中
か
ら
安
心
し
て

過
ご
せ
る
住
居
支
援
等
、
専
門
チ
ー

ム
に
よ
る
切
れ
目
な
い
「
産
前
・
産

後
母
子
支
援
事
業
」を
始
動
す
べ
き
。

答
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
に
は
、
中
高

生
の
段
階
か
ら
人
権
や
性
に
関
す

る
正
し
い
知
識
等
を
身
に
付
け
さ

せ
る
な
ど
の
指
導
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
文
科
省
と

内
閣
府
が
協
力
し
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

を
含
む
性
暴
力
に
関
す
る
教
材
や

啓
発
資
料
等
を
作
成
し
た
こ
と
を

受
け
、
全
校
の
教
職
員
や
児
童
生

徒
に
適
切
に
周
知
す
る
よ
う
通
知

し
た
。

　

今
後
、
校
長
会
や
保
健
主
事
の

研
修
会
等
で
こ
の
教
材
等
の
積
極

的
な
活
用
を
働
き
か
け
、
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
防
止
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。

答
広
島
市
長
の
平
和
に
係
る
責
務

は
、
被
爆
地
ヒ
ロ
シ
マ
が
い
つ
ま

で
も
平
和
の
象
徴
で
あ
り
続
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。「
平
和
宣
言
」
で
は
こ

の
広
島
市
長
の
立
場
で
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
い
る
。

　

一
方
、
平
和
首
長
会
議
会
長
の

立
場
で
は
、
国
連
や
各
国
政
府
に

働
き
か
け
、
為
政
者
の
世
界
恒
久

平
和
の
実
現
に
向
け
た
動
き
を
後

押
し
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

答
今
後
、
こ
の
た
び
の
取
り
組
み

で
寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容
等
を

把
握
・
分
析
し
た
上
で
、
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
え
ば
生
活
に
困

窮
す
る
女
性
の

自
立
に
つ
な

が
る
の
か
と

い
う
観
点
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

答
議
員
ご
提
案
の
事
業
は
、
特
定

妊
婦
等
へ
の
支
援
の
強
化
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
母
子
生
活
支
援

施
設
等
に
お
い
て
実
施
す
る
国
の

補
助
事
業
で
あ
る
。
本
事
業
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
、
ニ
ー
ズ
や
施

設
の
意
向
、
受
け
入
れ
体
制
、
県

や
他
都
市
の
状
況
を
調
査
し
、
現

行
の
支
援
体
制
に
取
り
入
れ
る
か

を
検
討
し
た
い
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
防
止
教
育
を

平
和
に
対
す
る
市
長
発
言
の
矛
盾

「
生
理
の
貧
困
」
に
対
策
を

特
定
妊
婦
へ
の
支
援
の
充
実
を

郊
外
部
の
バ
ス
路
線
再
編
の
基

本
的
な
考
え
方
は
。
ま
た
、
フ
ィ
ー

ダ
ー
化
し
た
場
合
、
支
線
部
分
を
ど

の
よ
う
な
仕
組
み
で
継
続
さ
せ
、
利

用
者
の
負
担
は
ど
の
よ
う
に
軽
減
す

る
の
か
。

中
央
公
園
で
進
め
ら
れ
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
と
の
連
携
も

踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
は
本
市
に

と
っ
て
ど
う
い
っ
た
位
置
付
け
に
な

る
の
か
。

答
北
部
地
区
再
編
で
は
、
主
要
な

交
通
結
節
点
を
フ
ィ
ー
ダ
ー
化
の

乗
り
継
ぎ
拠
点
と
し
、
支
線
部
分

は
車
両
の
小
型
化
に
よ
る
経
費
削

減
、
基
幹
部
分
は
効
率
化
を
図
り
、

一
体
で
収
益
性
を
確
保
し
た
い
。
ま

た
、
負
担
軽
減
の
た
め
、
直
通
便

と
同
程
度
の
運
賃
に
な
る
よ
う
調

整
す
る
。

　

最
終
的
に
は
、
運
賃
プ
ー
ル
制

導
入
に
よ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体

で
運
営
基
盤
が
確
保
さ
れ
る
よ
う

働
き
か
け
、
赤
字
が
生
じ
た
場
合

は
、
公
的
支
援
で
補
填
す
る
と
い

う
考
え
の
下
、
再
編
を
進
め
る
。

答
隣
接
す
る
広
場
エ
リ
ア
や
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
と
一
体
的
に

整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
島
の

新
た
な
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と
し
て

中
央
公
園
全
体
の
回
遊
性
を
高

め
、
旧
市
民
球
場
跡
地
や
広
島
城

三
の
丸
に
お
け
る
取
り
組
み
と
も

相
乗
的
に
都
心
部
一
帯
の
中
枢
拠

点
性
を
高
め
、
将
来
に
わ
た
り
本

市
・
広
島
県
全
体
の
発
展
を
け
ん

引
す
る
存
在
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

市
北
部
バ
ス
路
線
再
編

サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

● オプトアウト方式
　原則自由にしておき、問題がある場合にだけ禁止・規制する概念のこと。本答
弁においては、どのがん検診を受けるのかを選択するのではなく、受診を希望し
ない検査項目のみを選択することで、検診の予約を促進させる方法を指す。

● ＳＤＧｓ
　2015年9月の国連サミットで採択された国際目標のこと。持続可能な世界を
実現するための17のゴール・169のターゲットで構成される。

● レジリエンス
　もともとは「反発性」「弾力性」を示す物理用語で、外部からストレスを受けた
とき、しなやかに受け止めて跳ね返す復元力、回復力のこと。

● デートＤＶ
　配偶者や交際相手からの暴力をＤＶ(ドメスティック・バイオレンス)といい、
このうち、主に10代から20代の若者間で起こる交際相手からの暴力のことを
「デートＤＶ」と呼んでいる。配偶者間での暴力と同じように「身体的暴力」「精神
的暴力」「経済的暴力」「性的暴力」の４類型の暴力がある。

● フィーダー化
　フィーダー（Feeder）は、「支流」、「航空・鉄道等の支線」という意味で、本答弁に
おける「フィーダー化」とは、都心への基幹バスと郊外部の交通網を補完するバス
を郊外部の交通拠点で接続することにより、路線の効率化を図ることをいう。

本文中に赤表記した用語を解説しています用 語 解 説

経
済
全
体
を
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強

化
を
踏
ま
え
、
復
興
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
市
に
お
い
て
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
導
入
後
、
い
か
な
る
処
遇

改
善
に
つ
な
が
っ
た
の
か
。

答
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
本
市
の
事

業
者
支
援
と
し
て
、
従
来
か
ら
の

金
融
支
援
や
経
営
相
談
に
加
え

「
公
助
」
に
よ
る
下
支
え
と
、
そ

れ
を
補
完
・
補
強
す
る
た
め
事
業

者
同
士
が
連
携
し
た
「
共
助
」
に

よ
る
取
り
組
み
を
強
力
に
支
援
し

て
い
る
。
引
き
続
き
「
共
助
」
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
地
域
共
生
社

会
の
基
盤
強
化
を
図
り
つ
つ
、
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
復
興
を
着
実

に
進
め
る
こ
と
で
、
経
済
危
機
に

再
び
直
面
し
た
際
に
も
、
自
助
・

共
助
・
公
助
が
一
体
的
に
機
能
を

発
揮
し
、
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
粘
り
強
さ
や
回
復
力
を

備
え
た
「
持
続
可
能
な
ま
ち
」
の

実
現
を
目
指
し
た
い
。

答
給
与
は
、
従
前
と
比
較
し
、
年

収
お
よ
び
生
涯
賃
金
が
上
回
る
よ

う
設
定
さ
れ
て
お
り
、
期
末
手
当

や
時
間
外
手
当
も
支
給
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
16
年
目
ま

で
は
毎
年
定
期
昇
給
が
あ
り
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
場
合
は
、
退
職
手
当

も
支
給
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
以
前
は
臨
時
職
員
で
は

取
得
で
き
な
か
っ
た
育
児
休
業
や

夏
期
休
暇
等
の
特
別
休
暇
も
取
得

可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
社
会
保
険

や
労
働
保
険
等
が
、
各
種
法
令
に

基
づ
き
適
用
さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
財
政
の
健
全
化

会
計
年
度
任
用
職
員
導
入

談
の
具
体
の
実
施
方
法
や

対
象
業
務
に
つ
い
て
検
討

い
う
観
点
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。




